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　新型コロナウイルス感染症により影響を受けられた方々に、心よりお見舞い申し上げます。コロナ
禍により、世界中の人々の生活や考え方が大きく変わりました。会員の皆様も、牧場や店舗、職場、
家庭の状況などに変化があり、苦労されている方もいらっしゃるかと思います。
　交流活動についても、なかなか実施できない状況が続いています。今年度の交牧連の事業計画に
おいては、全国研修会や東日本復興支援事業、クラブ・ユース勉強会など、会員の皆さんが集まる
ような事業は全て休止となりました。
　緊急事態宣言の解除後、中央酪農会議と交牧連とで、「新型コロナウイルスを想定した消費者
交流活動ガイドライン」を定めました。また、交牧連の会員が自由に印刷して使えるように、「新型
コロナウイルスを踏まえた注意喚起チラシデータ」も作成しました。こうしたものを活用し、各会員
で工夫しながら、徐々に活動を再開していければと思います。
　このような状況の中でも、皆様の顔を見ることができるように、「ZOOMミーティング」という
WEB会議ツールの活用を進めています。理事会や各種会議は既にこれで開催しており、今後は、会
員の方を対象としたWEB研修会も計画しています。ぜひご参加いただければと思います。
　また、元気で笑顔の皆様にお会いできる日を楽しみにしています。

会長　渡辺 隆幸［（有）渡辺体験牧場］

　皆様こんにちは。今年の4月から交牧連の担当となりました、（一社）中央酪農会議の阿南と申し
ます。新型コロナ禍により、交牧連の事業も例年通りにいかないことばかりですが、こんなときこそ
前向きに、今できることをやっていきたいと思います。今後とも何卒よろしくお願いいたします。

第97回理事会をWEBにて開催
牧場用

店舗用
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交牧連オリジナル

　来場者や牧場関係者を新型コロナ
ウイルスから守りつつ、消費者交流活動
を実施するため、牧場や店舗で使える
「チラシデータ」を作成しました。ダウン
ロードの上、自由に印刷して、ぜひご活用
ください!

新型コロナウイルスを
踏まえた注意喚起
チラシデータ
のご案内

会長
あいさつ

新担当
あいさつ

体温が37.5℃以上、
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令和2年度地域交流牧場全国連絡会
日時：令和2年9月17日（木）10：00～
手法：ZOOMによるWEB会議第97回理事会をWEBにて開催

　9月17日（木）に第97回理事会を開催し、WEBを活用した新たな取り組みと、防疫ツール及び活動
ツールの制作等について協議を行いました。
　ZOOMによるWEB会議は本会の理事会では初めての試みでしたが、画面越しながらも久々に顔を
合わせることができ、活発な意見交換となりました。

　春先、新型コロナウイルスの影響で、学校給食の供給停止などにより、生乳需給が急激に緩和しました。業
界関係者が一体となり、消費者からの応援もあって、なんとか乗り切ることができました。
　そうした中、梅雨明け頃を契機に、生乳生産が減少し、かなりのひっ迫状況に転じました。都府県は、足りな
くなると北海道からの輸送に頼ることになります。今年はホクレンでも生乳の輸送体制を強化しましたが、それ
でも足りない状況となりました。できるだけ生乳を安定供給できるよう指定団体間で連携を図るとともに、水
道の蛇口を「ひねる」ように生産量がコントロール出来ない酪農の特性等を、消費者や量販店等に丁寧に説明
し、ご理解いただくことが大切だと考えています。
　交牧連は、昨年度、設立20周年を迎えられました。こういう状況だからこそ、交牧連の強みを生かして、皆さ
んでアイデアを出し合い、来年、再来年につながる活動を検討していただければと思います。

（一社）中央酪農会議
専務理事

迫田 潔氏

主な協議・決定事項

 新たな取り組みの検討・実施について
　事業計画を踏まえ、WEBを活用した以下の取り組みを実施（及び検討）する。
（１） タブレット端末の購入（中央事務局がWEB会議等で使用）
（２） 「ZOOMミーティング」有料会員への登録
（３） SNSを活用した取り組み（第2弾）の検討

生乳需給の状況等を踏まえ、必要に応じて、会員（有志）から消費者に対するSNS等を活用したメッセージ発信の取り組み
を検討・実施する。

（４） WEB研修会の開催
担当理事：北出愛理事（北海道ブロック）に決定。

　　以下のWEB研修会を実施（または検討）する。

 ① 牧場WEB視察研修会
　会員1牧場にご協力いただき、スマートフォン等のカメラで撮影しながらの牧場紹介と、意見交換等を行う。第1回目は、本部
農場（九州ブロック・宮崎県）にて実施予定。開催時期・具体的な内容は、担当理事を中心に検討を行う。なお、1回目の開催後、
内容等を精査し、2回目以降の開催を検討する。

 ② 牧場におけるクレーム対応研修会　
　会員牧場等における消費者からのクレーム（アニマルウェルフェアや交流活動等に関する）事例を踏まえ、クレーム対応の専
門家に講演いただく研修会の開催を検討する。開催時期・具体的な内容は、担当理事を中心に検討を行う。

 ③ 中央酪農会議主催の講習会等の共催・協力
　中央酪農会議が主催する以下の講習会に共催・協力する。時期・具体的な内容は中央酪農会議にて検討を行う。
■ 「アニマルウェルフェアの考え方に対応した乳用牛の飼養管理指針」の周知のためのWEB講習会
■ 「改正飼養衛生管理基準」の周知のためのWEB講習会

 ④ その他
　その他、有識者等による、①コロナ禍における食育活動、②SDGsに関連した食育活動、③最近の酪農を巡る情勢と生乳の
需給状況など、今後の交牧連の活動に資するテーマでの講演会等の実施について検討する。

 防疫ツール及び活動ツールの制作について
（１） 防疫ツール
① 飼養衛生管理基準の改正等を踏まえた防疫喚起ツールの制作・配布
　多言語（日本語、英語、中国語、韓国語）による「立入禁止ポスター」及
び「手洗い喚起ポスター」を制作し、会員に配布する。塩化ビニール製・
A3判またはA4判2枚張り合わせを想定。1月頃に有償追加配布の希望
調査を実施。数量決定後、制作し、3月頃配布予定。

② 新型コロナ禍を踏まえた喚起ツールのデータ制作・提供　実施済み
　新型コロナ禍において、来場者や牧場関係者等を新型コロナウイルスから守りつつ消費者交流活動を実施するため、
来場者に対して「三密を避ける」「マスクの着用」「手洗いの励行」等を啓発するための、チラシデータを制作・提供。必要に
応じて会員各自で印刷して使用いただく。
※詳細は、裏表紙をご確認ください。

（２） 活動ツールの共同購入
　　 注文受付済
 ① 「牛風船」
 ② 「バルーンスティック」
 ③ 「牛柄鉛筆」
 の共同購入（有償）を実施。

令和2年度の活動計画（抜粋）※第21回代議員会にて決定

１． 全国的なネットワークを活かした相互研鑽や交流【つなぐ】
 ■全国研修会は「休止」　■ブロック活動の充実（新型コロナ感染防止対策を講じたうえで慎重に実施）　■情報共有と発信
２． 酪農教育ファーム等の社会貢献活動【続ける】
 ■東日本大震災への支援は「休止」
３． 酪農後継者と酪農理解者の育成【育てる】
 ■クラブ・ユース事業の推進（WEBを活用した事業の検討等）　■新規会員の獲得　■酪農理解者の獲得
４． 新たな取り組みの検討・実施
 ■交牧連だからこそできる新たな取り組み（例えば、WEBを活用した取り組み等）について全国及びブロック等で検討・

実施。
５． その他（事業を円滑にするための活動）
 ■防疫対策の強化　■活動ツールの共同作成及び購入の検討・実施　■経費節減と予算の適正執行

来賓あいさつ

① ② ③

　令和2年6月11日、新型コロナウイルスの感染が
収束しない状況の中、消費者との交流活動を行う
交牧連会員等が、来場者や牧場関係者等を新型コ
ロナウイルスから守りつつ、活動を実施していくにあ
たっての一つの目安としていただくため、ガイドライ
ンを作成し、会員の皆様に配布しました。
　本ガイドラインを踏まえ、牧場毎に、牧場の状況
に即した具体的な感染予防対策を実施しましょう。

　基本的な考え方　 
　消費者交流活動を行う際には、以下の基本的な対策を実施する。
■三つの密を回避する
① 密閉空間[＝換気の悪い密閉空間]、② 密集場所[＝多くの人が密集]、③ 密接場面[＝互
いに手を伸ばしたら届く距離における会話や発声]）」
■マスクの着用
■手洗いなどの手指衛生
■発熱や風邪症状など体調不良の者に参加をご遠慮いただく

　 具体的な対策 　 
　基本的な対策を踏まえ、以下の3つの項目ごとに、具体的な対策を実施する。
① 酪農家、家族、従業員等への対策、② 体験者（来場者）への対策、③ 牧場や施設等の対策

「新型コロナウイルスを想定した消費者交流活動に係る感染予防ガイドライン」の概要


